乳児の保護者の方へ
「救急蘇生法の指針」では、救急蘇生法の簡素化を重視し、市民が未就学児に心肺蘇生をする際に、小学生～大人との違いを気にせずに実施できるよう工夫されています。心肺蘇生を知っている市民が増えて、未就学児に対しても小学生～大人に対して実施するのと同様に心肺蘇生を実施してくれるようになれば、未就学児の救命率も上がります。
[image: image1.emf]１、1歳未満（乳児）の救命処置の流れと手順
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普段どおり

の呼吸あり


死戦期呼吸は心停止として扱う

　　 







　　　　必要あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　必要なし



２、人工呼吸の重要性

　乳児の場合は、少なくとも胸骨圧迫を行うことが前提ですが、呼吸が悪くなったことが原因で心停止に至ることがとくに多いため、できる限り人工呼吸もあわせた心肺蘇生を行うことが望ましいと考えられます。乳児に接する機会の多い方は、日頃から日本赤十字社や消防機関などが開催する講習会で訓練を受け、しっかりとした人工呼吸の技術を身につけておきましょう。
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図1 乳児に対する胸骨圧迫の位置　　　　　　　図2 乳児に対する胸骨圧迫
３、未就学児に対するAEDの用い方 

1）AEDの未就学児用パッドがある場合の手順 

未就学児用パッドは、乳児を含めた未就学児の傷病者のみに用いることができます。傷病者が未就学児と推測され、現場に未就学児用パッドがある場合には、それを用います。貼付位置は、パッドに描かれているイラストのとおりにしてください。その他の手順は大人に対するAEDの用い方と同様です。 
2）AEDに未就学児用モードがある場合の手順 

AEDには、未就学児用モードと呼ばれる機能が付いた機種もあります。これを用いる状況は、未就学児用パッドと同様に傷病者が乳児を含めた未就学児と推測されるときに使用します。なお、この場合は小学生～大人用パッドを用いますが、未就学児用パッドよりも大きいので、パッドが触れ合わないよう体の前後に貼るなど配慮してください。

3）未就学児用パッドも未就学児用モードもない場合の手順 

未就学児用パッドも未就学児用モードもない場合は、小学生～大人用パッドを使用してください。
（この場合もパッド同士が接触しないよう工夫が必要です。）

４、1歳未満（乳児）の気道異物への対応
苦しそうで顔色が悪く、泣き声も出ないときは気道異物による窒息を疑います。窒息と判断すれば、ただちに119番通報を誰かに依頼し、以下の対応を開始します。 

反応がある間は頭部を下げて背部叩打と胸部突き上げを実施します。乳児では大人と異なり、腹部突き上げは行いません。 

背部叩打は、片方の手で乳児のあごをしっかり持ち、その腕に胸と腹を乗せて頭が下がるようにしてうつ伏せにし、もう一方の手のひらの基部で背部を力強く数回連続してたたきます（図3）。 

胸部突き上げは、片方の腕に乳児の背中を乗せ、手のひら全体で後頭部をしっかり持ち頭が下がるように仰向けにし、もう一方の手の指2本で両乳頭を結ぶ線の少し足側を目安とする胸骨の下半分を力強く数回連続して圧迫します。心肺蘇生の際の胸骨圧迫を腕に乳児を乗せて行う要領です（図4）。 

数回ずつの背部叩打と胸部突き上げを交互に行い、異物が取れるか反応がなくなるまで続けます。
反応がなくなった場合は、ただちに119番通報し、次に乳児を床や畳など硬いところに下ろし、心停止に対して行う心肺蘇生の手順を開始します。心肺蘇生を行っている途中で異物が見えた場合は、それを取り除きます。見えない場合にはやみくもに口の中に指を入れて探らないでください。また異物を探すために胸骨圧迫を長く中断しないでください。
図3 乳児に対する背部叩打　　　　　　　　図4 乳児に対する胸部突き上げ
「救急蘇生法の指針2020（市民用）より引用」
反応なし





呼吸をみる





気道確保


応援・救急隊を待つ





呼吸なし





●胸骨圧迫


・位置は両乳頭を結ぶ線の少し足側を目安とする胸骨の下半分（図1、2）


・強く（指２本で胸の厚さの３／１）


・速く（１００～１２０回／分）


・絶え間なく（中断を最小にする）


・圧迫解除は胸がしっかり戻るまで


●人工呼吸


・頭部後屈の後、救助者は大きく開いた口で乳児の口と鼻を一緒に覆い密着させて、胸が軽く上がる程度まで息を吹き込みます。「口対口鼻人工呼吸」


・できる限り人工呼吸も合わせた心肺蘇生法が望ましい


●心肺蘇生（胸骨圧迫＋人工呼吸２回）を繰り返す











●AED装着


・未就学児用電極パッド（未就学児モード）を使用する


・未就学児用がない場合は小学生～大人用電極パッドを使用する











心電図の解析


電気ショックは必要か








●ただちに胸骨圧迫から


心肺蘇生を再開











●電気ショック１回


●その後ただちに胸骨圧迫から


心肺蘇生を再開
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